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開室日…月曜日〜土曜日
　　　　　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎63・3811）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります

など、全部で３２冊 など、全部で６冊

●あの日に帰りたい −駐在日記−
（小路　幸也）

●死にゆく者の祈り （中山　七里）
●明日の僕に風が吹く （乾　ルカ）
●「作家」と「魔女」の集まっちゃった思い出

（角野　栄子）
●読書実録 （保坂　和志）
●不審者 （伊岡　瞬）
●アンジュと頭獅王 （吉田　修一）
●鉄の楽園 （楡　周平）
●名残の花 （澤田　瞳子）
☆Ｉの悲劇 （米澤　穂信）

●未来を変えるロボット図鑑
（ルーシー・ロジャーズ　他）

●古墳のなぞがわかる本 （河野　正訓）
●桃太郎は盗人なのか？
　−「桃太郎」から考える鬼の正体−

（倉持　よつば）
●きつねのきんた （かこ　さとし）
☆世の中のしくみ −子ども教養図鑑　キミは
　どっちを選ぶ？　大人でも答えられない
　社会の難問に向き合おう−

（小学校社会科授業づくり研究会）

みなさんのお越しをお待ちしています!!みなさんのお越しをお待ちしています!!

一般書 児童書

新着図書のご紹介

☆Ｉの悲劇
� （米澤　穂信）

　市長肝いりのＩターンプロジェクト。公務員
たちが向き合ったのは、一癖ある「移住者」たち
と、彼らの間で次々と発生する「謎」だった−。連
作短篇集。『オール讀物』掲載他に書き下ろしを
加え単行本化。

☆世の中のしくみ
　− 子ども教養図鑑　キミはどっちを選ぶ？
　 大人でも答えられない社会の難問に向き合おう −

� （小学校社会科授業づくり研究会）
　政治、経済、環境…。社会のさまざまなテーマに
ついて、わかりやすく解説したビジュアル図鑑。
難しい問題に対して、自分に近い意見を選びなが
ら、じっくり向き合うことで世の中のしくみがわ
かり、自分で考える力が身につく。

《一般書》 《児童書》
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　電車は、子どもから高
齢の方まで誰もが利用し
やすく、特に車を運転し
ない人にとってはなくて
はならない大切な交通手
段です。
　しかし、近年道路交通網の進展により、紀勢本線
の乗降客数は年々減少しています。生活基盤である
ことはもとより、地域振興や産業振興にとっても欠
かせない紀勢本線を、地域で支えることも必要です。
私たち地域の鉄道を守るためにも、旅行などお出か
けの際には、

　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

紀勢本線を利用しよう
　センターには、永年の
職業を通じて豊かな経験
と能力をもつ高齢者の
方々が会員として登録さ
れており、多岐にわたる
仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、会員への登録についてな
ど、詳しいお問い合わせ、お申込みは下記連絡先ま
でお願いします。

〒 649-1212　日高町大字小中１３０８番地
　　　　　　　（ふれあいセンター内）
月曜〜金曜　9:00〜 16:00（祝日除く）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎ 70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！


